
平成２０年度　長野県須坂高等学校　学校自己評価表 〈前期のまとめ〉 H.20.11.17

学校目標 中長期的目標 今年度の重点目標

１　基本的生活習慣を確立し、豊かな知識・表現力、創造的
な思考力を身につけた生徒の育成を目指す。

Ⅰ　自律的な生活習慣の確立を図る。 ○　生徒・保護者・地域の方々に、さらに理解・信頼される学校創りを目指す。

２　学年、学級担任、教科担任、クラブ・委員会顧問、各係
等が相互に連絡・連携を密にし、全教職員が同一歩調で生徒
への指導に当たれるようにする。

Ⅱ　学習支援の環境を整備する。
ⅰ　土曜日の有効活用を含め、学習習慣の定着を図るとともに、授業内容の一層
の充実を目指し、学習環境を整える。

３　保護者、地域の方々の要望に謙虚に耳を傾け、健康で逞
しい有為な若者を育成することを目指す。

Ⅲ　自己の適性の伸長と学力の向上を図り、希望進路の実現に
向けた指導をする。

ⅱ　生徒会の委員会やクラブと連携して、生徒の自律を促し、活気ある学校創り
に努める。

Ⅳ　全教職員の連携がより円滑に機能するような学校運営を行
う。

ⅲ　学力の向上に向けて、学年内・教科内および学年間・教科間の連携を強化す
る。

ⅳ　進学対応型単位制を含め、生徒の多様な進路希望に対応した、特色ある教育
課程を研究し、施行する。

総　　　　合　　　　評　　　　価

今年度重点目標に対する成果と課題（前期） 評価（前期） 今年度重点目標に対する改善策・向上策（前期）

ⅰ　授業や土曜講座および学校全般の学習環境整備が進みつ
つある。生徒や保護者のアンケート結果や公開授業(2回）の
反省をどう生かすか課題である。

Ｂ

ⅰ　更なる努力、改善を目指したい。また、アンケート等を研究し、学習環境を
一層向上させる。

ⅱ　運動系各クラブの校地周辺清掃活動が生徒の自主的活動
として定着してきている。更に日頃の活動への積極性が求め
られる。

ⅱ　新執行部への引継を確実に行い、加えて生徒自らが考え行動できるようなサ
ポートを行う。

ⅲ　進路指導係・学習指導係を中心に、学年・教科の連携し
た指導体制が整備されつつある。また、学年・進路通信など
も多く発行され、生徒および職員全体の意志疎通も図られて
いる。今後は保護者との連携もより強くして、学力向上に取
り組む必要がある。

ⅲ　学年・教科に加え、各係における取り組みが、相互に効果を発揮できるよ
う、その連携についても更に研究を加える。また、学力向上に向けて保護者との
連携を図る。

ⅳ　来年度から進学対応型単位制へ完全移行することに伴
い、引き続き、生徒の進路実現により対応しやすい教育課程
が研究され、その運営方法にも検討を加えられた。今後は多
様な生徒の希望や受験形態に対応できる体制と学習内容の整
備が課題である。

ⅳ　魅力ある学校・特色ある学校づくりについて、生徒・保護者および校外から
の要望も取り入れながら研究する。また、進学対応型単位制へ完全移行するのに
伴い、中学生・保護者や地域の皆さんから、より深い理解を得られるように工夫
する必要がある。

＜評価＞　Ａ：達成　Ｂ：ほぼ達成　Ｃ：改善の余地有り　　

領 域 対 象 今年度の具体的目標 評    価    の    観    点 成 果 と 課 題 評 価 改 善 策 ・ 向 上 策

（評価項目）
教育活動
領域

教育課程 １ 生徒の多様な進路希望に対応した
教育課程を研究する。

・大学入試、生徒の進路希望を分析研究し課題を明確化できた
か。

･多様な進路分野を考慮した教育課
程表を作成し検討しつつある。し
かし、単位制のメリットである多
彩な講座開講に対してはり全体の
理解が得られていない。

Ｂ

・引き続き職員の理解を得るよう
努力する。

２ 単位制三年次の教育課程を確定す
る。

・進学対応型単位制（選択制）を含め、特色ある教育課程の実
現に向け、生徒・地域の多様な要望に対応した、カリキュラム
が作成できたか。

･半期設定科目の検討がすすみ開設
科目の見通しが立ちつつある。 Ｂ

･半期設定科目の決定、その他課程
表と展開表を完成させる。

学習指導 １　学習意識の向上を図る。 ・学習習慣の定着・向上がみられたか。 ・全体で通年取り組み中である。

Ｂ

・全体で随時良い方法を研究した
い

・学習・生活オリエンテーション、学習合宿が有意義であった
か。

・学習、生活オリエンテーショ
ン、学習合宿は有意義であった。

２　放課後や土曜日の自主学習支援の
充実を図る。

・自習室を多くの生徒が利用できる工夫、環境整備ができた
か。

・考査前以外は利用人数は少なめ
であるが、工夫し続けたい。

Ｂ

・自習専用教室が引き続き開か
れ、使用されている。自習可能な
日時には必ず当番が開けておくこ
と

３　職員間の連携を深める。 ・学力状況にかかわる情報を広く共有できたか。 ・評価評定に関する会議が学期毎
に行われ、職員全体に各模試の成
績、又センター総括が行われてい
る。

Ｂ

・引き続き各学期の評価評定、各
模試の成績、センター総括を職員
全体で共有していく。

４　校内授業公開、授業研究会の充実
を図る。

・相互の研修の機会を有効に活用できたか。 ・年一回全職員が自由に見合える
週を設定した。 Ｂ

・なお一層職員が相互に授業を見
学し、研究することを促してい
く。

５　生徒からの声を反映する。 ・生徒による授業アンケートや生活実態・学習状況調査を実施
し、結果を指導の改善に生かしたか。

・実施済み。現在集計、分析中。
Ｂ

・去年からの新方法で問題は無い
と思われる。

進路指導 １　国公立大学を中心とする生徒の希
望進路の実現に向けた指導を適切に行
う。

・センター試験（５－７型）に多くの生徒が参加したか。 ・現時点で評価することは出来な
い。

２　後期日程廃止等の受験形態の変化
に適切に対応する。

・生徒への情報提供等、指導が適切であったか。
・情報を適切に伝え、対応を図っ
ている。 Ｂ

３ 『進路選択の手引き』、『合格体
験記』を活用する。

・ＨＲや教科での活用が進んだか。 ・各学年・クラスで統一して取り
扱う時間的な余裕がない。 Ｃ

４　中学校との連携を図る。 ・中学校との情報交換会や連絡会がもてたか。 ・実施の有無を含め検討する時期
にきている。 Ｂ

５　検討会や研修会の充実を図る。 ・模試検討会、3年進路検討会で職員の共通理解が進んだか。 ・転勤等で職員が入れ替わること
により、共通な理解が得にくく Ｂ

６　大学見学会を実施する。 ・より多くの生徒が大学見学会に参加したか。 な ている・多数の生徒が参加し、効果的で
Ａあ た・生徒が大学の情報を得たか。

７　進路講座の充実を図る。 ・各学年とも生徒の志望や関心に応える内容であったか。 ・良好であった。 Ａ
８　夏期講座・土曜講座・特編授業の
充実を図る。

・多くの生徒が熱心に参加できたか。 ・現状でいいとは思うが工夫も必
要と思われる。 Ｂ

９　進路教材を有効に活用する。 ・サテライト授業が計画的に活用されたか。 ・有効に利用している。 Ａ
生活指導 １　自律的な生活習慣の確立を図る。 ・遅刻をなくす指導ができたか。

・交通安全の意識を高めるような指導ができたか。
・貴重品管理の徹底ができたか。

・第１回遅刻指導を行った（５
月）。指導期間中は遅刻者数は
減っている。
・春の交通安全指導を行った（４
月）。
・現金、他貴重品の盗難・紛失が
多発してしまった。

Ｃ

・昨年度に初めて冬期の遅刻状況
実態調査を行った結果も踏まえ、
冬期の指導に臨みたい。。
・持ち物への記名、貴重品への施
錠（ロッカー）等を繰り返し呼び
かけるしかない。

２　集団生活の中の人間関係の確立を
図る。

・生徒が安心して学校生活を送れるように、「いじめ」がな
く、「不登校生徒」に対して十分な援助ができる体制作りがで
きたか。

・日常的に、また、問題行動発生
時に生徒の安心には配慮して指導
を行っている。
・いじめ・不登校等対策委員会と
の連携を図っている。

Ｂ

・生徒相談室をカウンセリング等
で使用するとともに、必要な場
合、生徒指導にも利用する現在の
方法を続けたい。

３　職員間の情報の共有化と関係機関
との連携を図る。

・校外での情報交換を本校の生活指導に生かせたか。
・学校と保護者との連携を密にした生徒指導が行えたか。

・十分な連携が図れている。
Ａ

４　生徒会との連携を図る。 ・校風委員会と連携して、「挨拶運動」、「自転車の駐輪マ
ナーの向上運動」を実施したか。
・部室清掃（５月・10月）を実施したか。

・校風委員会等との連携がうまく
図れている。
・部室周辺清掃は今年度整美委員
会が呼びかけを行っている。

Ａ

・自転車の鍵を2重にかけさせる指
導を今後も積極的に行いたい。



人権平和 １　基本的人権に対する認識を深め、
主権者としての自覚を高めるととも
に、他者の人権を尊重する姿勢を育て
る。

・人権や平和の問題について積極的に考え、行動する力を伸張
する機会や場を設けることができたか。

・１０月の人権平和講演会では、
「盲導犬とともに歩んだ２７年」
と題して、視覚障害者の講師の方
をお招きした。盲導犬も連れてこ
られ、自らの体験に基づく、貴重
なお話を聞くことができた。
・２年生の沖縄への修学旅行の、
事前学習や各教科の学習において
も、さまざまな角度から人権平和
問題に取り組むことができた。

Ｂ

・一分野の人権問題に留まらず、
いろいろな分野での人権問題につ
いて、広い視野に立って生徒に考
えさせる機会を設けて行きたい。

２　自主的・民主的な集団づくり、仲
間づくりを図る。

・ホームルームを中心に、生徒会活動、クラブ活動などを通じ
て、集団や仲間について学ぶ機会や体験する場を設けることが
できたか。

・文化祭(龍胆祭)の準備および当
日の活動を通して、クラス・学年
を超えた広い範囲での仲間づくり
や自主的・民主的な場を体験する
ことができた。
・クラブ活動やクラスの活動(クラ
スマッチなど)を通して、集団や仲
間について考える場を設けること
ができた。

Ａ

・日頃の生活の中での仲間づくり
について、生徒にじっくり考えさ
せる時間や機会が取れるように努
めたい。

生徒会 　「生徒会活動の活性化を図る。」
１　計画性を持って準備をし、実施後
の反省を次に生かす。

・生徒会活動（特に、りんどう祭と卒業式第２部）、委員会活
動、クラブ活動が計画通りに実施できたか。
・地域に関係する取り組みを計画し、実施できたか。

・行事については、改善の余地は
あるものの、全体として計画通り
に行われた。地域と連携した取り
組みは更に積極的な取り組みが必
要である。

Ｂ

･りんどう祭も含め、地域と結びつ
いた企画を考えたい。次の行事に
向け、早めに企画・立案し、問題
点を事前に解決する努力をさせた
い。

２　活動を通して、自主性の涵養を図
る。

・自治活動や奉仕活動の達成感や満足感が得られたか。 ･朝の地域清掃活動は定着した。学
校生活の中で、自分たちの問題で
あるとの意識で取り組む姿勢を涵

Ｂ
新生徒会の立ち上げにあたって、
その組織作り・コミュニケーショ
ン能力の成長を図り、自分たち

３　環境に配慮した取り組みを生徒会
として行う。

・環境に関する企画をし、実施できたか。
養したい
・文化祭や日常生活でのゴミの分
別や減量化、落ち葉の堆肥化など
成果が現れつつある。

Ａ

で 問題を解決する力を醸成した
継続した取り組みに加え、新たに
取り組めるものを探し、環境に配
慮した学校を目指したい。

図書視聴覚 １．図書館利用の更なる拡大を図り、
読書習慣を定着させる。

・図書館利用が増えたか。
・貸出数は増えたか。

・図書館利用はほぼ例年並みであ
る。図書貸出数は例年以上に増加
しています。 Ｂ

・図書館だよりの発行回数を増や
したことが貸出数の増加につな
がったと思われるので、この企画
を続けていきたい。

２．教科・授業、小論文等への資料の
充実を更に図る。

・利用者の要望に応じることができる資料の充実が図れたか。 ・教科・授業、小論文等を優先し
て、資料の充実を図っています。 Ｂ

・各教科、係りの要望に応える努
力を続けます。

３．冬期間においても快適な環境を整
え、更なる施設の利用を図る。

・冬期間、多くの生徒が利用したか。 ・この段階では判断できません。

４．視聴覚室及び視聴覚教材の有効活
用と各部署との連携を図る。

・利用しやすい環境を作り、視聴覚室が有効にりようされた
か。

・視聴覚室は定期的に使用してい
ます。 Ｂ

・使用しやすいように整備を心が
ける。

保  健 １　心身の管理を図る。 １　保健室への来室者への対応が適切であったか。また、関係
者や関係係との連絡・連携ができていたか。

・関係職員、関係係との連絡を密
にするようにしている。

Ａ
２　緊急時、保護者への連絡および医療機関との対応が迅速・
適切にできたか。

・緊急時は保護者および医療機関
への連絡が迅速にできるよう、関

３　学校保健安全法に則り各種健康診断を計画的に実施し、事
後指導が適切であったか。

・定期健康診断は計画通り終了し
た。個々への指導は継続的に行っ
ていく。

２　環境の管理を図る。 １　学校環境衛生検査を適切に行い、その結果を生かせたか。 ・飲料水水質検査、プール水質検
査、ダニまたはダニアレルゲン検
査は実施済み。

Ｂ

・安全かつ適切な環境のもとで学
校生活が送れるよう、環境検査を
おこない結果には迅速に対応して
いきたい。

　・飲料水水質検査、プール水質検査、教室内の空気検査、照
度検査、ダニまたはダニアレルゲン検査、化学物質検査

２　トイレが清掃され、清潔であるかの確認 ・トイレ等の清掃活動は、随時実
施。

３　校内の危険箇所、安全に配慮が必要となる箇所の確認改善

３　保健指導を充実させる。 １　生徒が自分の健康に関して興味関心をもてるような広報活 ・広報活動はこれから数回発行予

Ｂ
動ができたか 定　・保健委員会等による広報活動

　・保健委員会の活動支援 ・委員会への支援・助言は継続し
て行っていく。

ＰＴＡ １　ＰＴＡ総会、学年・学級ＰＴＡを
活性化し、相互理解を図る。

・総会、学年・学級ＰＴＡに多くの人が参加したか。 ・多くの保護者の参加が得られ
た。(1年）
・昨年同様、約半数の保護者の参
加。(2年）
・短い時間ではあったが、久しぶ
りに学級ＰＴＡも開いて、保護者
の声を直接聞くことができた。
（３年）

Ａ

音楽班の素晴らしいハーモニーと
室内樂班の華麗な演奏の後、総会
が始まりました。心が洗われる思
いがしました。スムースな運営に
一役かったようです。

２　ＰＴＡ研修会を通して、高校生の
健全育成・適性進路について研鑽を積
む。

・ＰＴＡ研修会の満足度が高かったか。 ・内容が盛沢山で焦点が絞れな
かった。(1年）
・保護者多数から好評であった。
(2年）
・進路指導主任から大学入試の現
状と保護者の心得について、わか
りやすく説明をしていただいた。
（３年）

Ｂ

PTA研修会にて、今回の進学講演会
の板垣先生の講演は素晴らしいお
話でした。大変勉強になり、感動
しました。ありがとうございまし
た。(PTAアンケートより）

学校運営 教  務 １　学校が更に円滑に運営されるよう
に努める。

・諸行事の計画を早めに立て、生徒・職員への周知徹底が図れ
たか。

・ほぼ出来た。

Ｂ

・ＯＡ化の推進につとめたい。

・月暦の発行がされたか。 ・よく出来た。

・事務処理、成績処理のＯＡ化をさらに推進できたか。 ・校内イントラネットの職員連絡
掲示板の活用が出来ている。

２　校内の情報を外部に発信し、本校
への理解を深めてもらう。

・授業公開、体験授業、学校説明会に多くの中学生・保護者・
他校教職員・地域住民等に参加していただけたか。

・多数の中学生・保護者・引率職
員の参加が得られた。

Ｂ

・外部に対して、更に様々な情報
が発信できるように工夫したい。

・ホームページで校内の様子が紹介できたか。 ・ホームページの更新につとめて

・本校の将来構想を地元の各中学へ紹介できたか。 いる・学校紹介パンフレット・ポス
ターなどを作成し、分担して各中
学校へ向けてＰＲした。

予算施設 １　老朽化および危険箇所への十分な
対応をする。

・生徒への危険が事前に回避されていたか。 ・女子部室の前庭の水ぬき、大体
育館へ行く廊下の防球ネットの取
り付け、音楽室準備室の壁ぬき、
等、順次必要性の高いところから
整備がすすんでいます。

Ａ

・生徒の歩行等の安全を高めるた
めの危険箇所のさらなる整備につ
とめます。

２　県費およびPTA会費により生徒の
教育環境を充実させる。

・備品、設備、施設等の整備ができたか。 ハンマードリル、ビジュアルプレ
ゼンター、書架、バレー部トス練
習機の購入等必要性の高いものか
ら順次入れています。計画的に整
備しています。

Ａ

・生徒、保護者、教職員の意見、
要望を聞きながらさらに教育環境
の充実に努めます。

情報処理 １　情報処理機器、ネットワーク利用
による一層の校務合理化の推進を図
る。

・データベースを整備し、今まで以上の活用ができたか。 データの共有化がもう少し便利に
使えると良い Ｂ・ワードやエクセルを中心としたアプリケーションの利用者が

増えたか。

２　情報処理機器、ネットワークを
使った教育活動の推進を図る。

・授業で活用できたか。 ・情報科ではよく利用している。

Ａ
他の教科でも利用できるように、
機器等の整備に努める・授業や生徒の様子を外部に発信することができたか。 ・ホームページを利用し、外部に

発信した。

３　情報リテラシー教育の推進を図
る。

・個人情報・著作権保護、セキュリティ確保の大切さを職員・
生徒に伝えたか。

・年度初めに周知徹底を図った
が、個人情報の保護がうまくいか

Ｃ

個人情報の保護に関して、いっそ
うの周知徹底を図る。

・クラブ活動、特別活動などで正しい知識と実践を指導できた
か。

な た・ほぼ実践できた。

防  災 １  緊急体制を整備・確立する。 ・生徒・職員の緊急連絡網が整備されたか。 ・4月中に整備できた。

Ａ

緊急時に迅速に対応出来るように
努める。・避難訓練が有効に行えたか。 ・スムーズに避難を完了すること

が出来た。

２  緊急時の対応方法を確立する。 ・緊急避難経路が生徒に対して周知徹底されたか。 ・避難訓練等を通じて周知されてい
る。 Ｂ

継続して安全・安心な学校運営に
努める。

・緊急時の対応が適切であったか。


	学校自己評価目標前期評価用

